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ダイキヤストダイス鋼DACおよびDBCの空冷処理に

よる硬度,変形率および高温機械的性質について
Studies on the Hardness･Distortion Ratios and MechanicalProperties at

Elevated Temperatures of Air Cooled Diecasting Dielsteels DAC and DBC
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Sadao Koshiba Tsuneo Kuno

内 容 梗 概

ダイキヤストダイス用DACおよびDBC鋼の空冷処理による熱処理硬度,変形率および高温機械的

性質を測定した｡焼入硬度および焼戻硬度はDBCがDACより

きい｡高温抗張力はDBCがDACより 筒

1圭l
｢司 く,変形率はI)BCがDACより大

く,伸びおよび絞りはDACが大きい｡衝撃値は両鋼種間に

大差は認められない｡なお一一部耐酸化性およびラブチャー強度など耐熱性についても実験を行い,6000C

以下ではすぐれた耐熱性を有することを確めたし｡

1.緒 言

ダイキヤスト川DACおよびDBC鋼ほその作質上し

ばしば空気焼入処理を施して使用される｡両鋼桂の泊焼

入の場合の諸性質についてはさきに報告(1)したが,今阿

ほ空気焼入後程々の温度に焼戻を行って硬度および変形

率を調べ,さらに 8000C までの熱問機械的性質を調べ

た｡また航空機部品_の耐熱構造用鏑にダイキヤストダイ

ス鋼が転川され優秀な成績をおさめている(2)が,DAC

およぴDBC両鋼についても耐酸化性およびラブチャー

強度を調べ耐熱鋼としての適応性を調査した｡

2,実

試料ほ砂鉄系原料鉄を

験 試 料

材料としてFe-Cr,Fe一Ⅴ,

Fe-Mo およびFe-Wを添加して3t鋼塊を

15mm_角に鍛伸後8000Cに焼鈍を行い,硬度試料,変

形率,抗張,衝撃,耐酸化およびラブチャーの各試験什

を製作した｡南武料の化学成分を第1表に示す｡

3.実 験 結 果

3.1焼入温度と硬度との関係

ダイス鋼として使用する場合ほ普通油焼人を行うが,

両鋼とも自硬性の大きい鋼穐であり空冷でも十分なる焼

入硬度が得られる｡また作業上の点でも油冷に比し簡単

となり,焼割れなどの欠点も解消され,小物の場合は空

冷による方が便利である｡第l図に1,000～1,1000Cの空

気焼入による硬度を示した｡なお各

焼入温度における保持時間ほ30分

間とした｡両鋼とも焼入温度の上昇

するに従い硬度は増大するが,DBC
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第1図 焼入温度と硬度との関係(空冷)
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第2岡 焼戻温度と硬度との関係

第1表 試料 の 化学成分
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ダイキャストダイス鋼DACおよびDBCの空冷処理による硬度,変形率および高温機械的性質について

鋼がDAC鋼より高い硬度を示す｡

3.2 焼戻温度と硬度との関係

1,000,1,0500Cおよび1,1000Cの三種の温度より空気

焼人後200､7000Cに各1時間焼戻を行って硬度の変化

を調べた｡その 巣を第2図に示す｡図に示すように

1,0000C空冷の場合は両鋼とも焼戻温塵5500Cまで焼戻

温度により傾度に大差ほ認められないが,焼戻温度600

0C以上でやや急激に硬度を低下する｡1.0500C空冷の場

合ほ焼戻温度4000Cまで硬度に大差なく,5000Cより増

大して5500Cで最高硬度を示すし.これほ残留オーステナ

イトの分解によるためである｡6000C以上の焼戻温度で

ほ硬度は急激に低~卜する｡1,100DC空冷の場合ほ1,0500C

空冷の場合と同様の傾向を示す｡以上の結果より DIうC

鋼ほいずれの場合もDAC鋼より高い焼戻硬度をホすが

これほWを含有しているためと考えられるし--.

3.3 変形率

試料は8mm¢×80m皿 とし1,000,l,0500Cおよび

1,1000Cの三種の温度より空冷後200へ7000Cの焼戻視座

に督1時間焼戻を行って直径および長さの変形率を測定

した｡この結果を第3囲および第4図に示す｡なお直径

の変形率ほ両端および中央の3箇所の平均値で

た｡DACの

冷の場合直径の変形

わし

は舞3図に示すように,1,0000C空

混度5000Cまで大差ないが
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第3図 DAC鋼の焼入および焼房温度と変形

率との関係
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第4図 DBC鋼の焼入および焼戻温度と変形

率との関係

550DCより増大し約600DCで最大値を示す｡長さの変形

率ほ直径の場合と同 の傾向を示すが の値を示す｡

1,0500C空冷の場合ほ直径および長さの変形率とも焼戻

温度500DCまでやや減少の傾向を示し,5500Cより急激

に増大して6000Cで最大値を示す｡1,1000C空冷の場合

直径の 形率ほ5000Cまでやや減少し,550〇Cより増大

して約6500Cで最大値を示す｡長さの変形 ほ1,0500C

空冷の場合とⅠ司様約5500Cで最大値を示す｡.DBCの変

形率ほ第4図に示すようにDACとほぼ同様の傾向を示

す｡しかLて両錮穫とも空冷温度の上昇にしたがい直径

および長さの変形率を増大する｡またI)BCはDACに

比し焼入の際の変形率が大きい｡

3.4 高温轢械自勺性質

平行部7mm丸の高温杭張試験片およびシヤルピー衝

撃試験片を製作し1,0500Cおよび1,1000Cより空冷後600

CCに5時間ならびに6500Cにて3時間焼戻を行ってのち

400～800DCの試験温度における高温機絨的性質を測定し
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第5図 DAC鋼の高温機械的性質(1,050DC空冷)
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第6図 DAC鋼の高温衝撃値(1,0500C空冷)
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第7図 DAC鋼の高温機械的

性質(1.1000C空冷)
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第10図 DBC鋼の高温衝撃値

(1,0500C空冷)
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第8図 DAC鋼の高温衝撃値

(1,0000C空冷)
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第11図 DBC鋼の高温機械的性質

(1,1000C空冷)

た｡その結果をDAC鋼ほ弟5,る,7図および舞8図に,

DBC鋼は第9,10,11図および弟12図に示す｡

1,0500C焼入の場合DAC鋼の抗張力ほ試験温度の上

一昇にしたがい減少する｡伸びおよび絞りは抗張力と逆の
傾向を示す｡衝撃値は試験温度6500Cまでほとんど変化

なく7000Cより急激に増大する｡焼戻方法による変化は

(6000C焼戻の試料は6500C焼戻の場合に比し抗張力は大き

いが伸び,絞りおよび衝撃値ほ小さい｡しかして 験温

度7000C以上では両者間に大差ほない｡1,0000C空冷の場

合抗張力ほ試験温度の上昇にしたがい減少する｡伸び,

絞りおよび衝撃値は温度の上昇に従い増大するが,焼戻

温度6000Cの場合の伸びおよび絞りは 鹸温度6500Cで

一度減少する｡焼戻方法による差異ほ1,0500C空冷の場

合とまったく同様の頓向を示す｡しかして1,0500C空冷の

場合に比し1,100

0C空冷の場合ほ抗

屯力ほ高いが,伸

び,絞りおよび衝

値ほ低い｡

DBC鋼の高温

機械的性質ほ弟9,

10,11図および第

】2図に示すとおり
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第9図 DBC鋼の高温機械的

性質(1,0500C空冷)
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第12図 DBC鋼の高温衝撃伯

(1,1000C空冷)
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第13図 DACおよびDBC鋼

のラブチャー強度(100時間)

で,いずれの場合もDAC鋼とほぼ同様の傾向を示す｡

両鋼の抗張力を比較すれば1,050DC焼入の場合は焼戻温

度600OCおよび6500Cいずれの場合もDBC錮がDAC

鋼に比べて大きく,1,1000C焼入の場合ほ逆の傾向を示

す｡衝撃値ほ両鋼間で大差ほ認められないがDBC鋼が
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第14図 DACおよびDBC銅の酸化増量

やや大きい傾向を示す｡

3.5 ラブチャー強度

平行部5皿m九のラブチャー 験片を1,1000Cより空

冷し6500Cにて3時間焼戻を行ってのち600,6500Cお

よぴ7000Cの3温度における100時間のラブチャー強度

を調べた｡その 果を策】3図に示す｡各試験温度とも

DAC鋼がDBC鋼に比し大きいラブチャー強度を示す｡

なおDAC銅の6000Cの値ほオーステナイト系耐

船舶用海水弁バルブ

わが国 造船

合金

晶

界では海外受注の増加にともないロイ

ド,AB規格ならびに日本海事協会のN正規格が船舶用

の各種部品に適用されることとなって,従来は青銅鋳物

であった口径50皿m以上の海水弁バルブも強

ら銅鏡物で

の点か

作されている｡これらのバルブ本体は漏水

のない健全な銅鏡物が要求されるが,日立金属工業株式

会社ではこれらの規格に適合する銅鏡物を製造し

界の要望を満足させている｡

船業

LCN-155フェライI系耐熱鋼H46に匹敵するものであ

る｡

3.d 耐酸化性

ダイキヤス用ダイス鋼は高温において使用されるため

耐酸化性が重要な条件の一つとなる｡そこで両鋼の耐酸

化性を確めるため次の実験を行った｡

料は10皿m九×20mmとし表面をェメリー紙04ま

で研磨して後ベンゾールおよびエーテルにて 淋し,寓

径30mm,高さ30mmの磁性柑堀に入れ管状電気炉にて

650,700および7500Cの3温度に20時間加 して酸化

増量を化学天秤にて秤量した｡その結果を弟14図にホ

す｡なお試験前の両鋼の熱処理はラブチャー試験の場■含

と同様である｡両鋼とも 験温度の上昇に従って酸化梢

量は増大するが,DBC銅ほ各温度ともDAC鋼に比し

酸化増量が大きい｡

4.結

以上の結果を要約すると次のようになる｡

(1)ダイキヤスT･用DACおよびDBC両鋼の空冷

処理による熱処理硬度,変形率および高温機械的性質を

測定し,使用上の参考に供した｡

(2)耐酸化性およびラブチャー強度など耐熱性につ

いて実験を行い,両鋼とも6000Cまではすぐれた耐熱性

を有することが判明した｡

終りに本実験に終始熱心に従庵された日立金属工

式会社冶金研究所田中廉平所員ならびに山板書長君に深

甚なる謝意を表す｡
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第1図 船舶用海水弁バルブ




